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	２０２５年２月２４日
	『２０２５年度　レフェリーの目標と６人制の重点指導項目』
	ＪＶＡ競技普及推進本部　審判規則委員会　指導部
	１　目　標
	２　重点指導項目
	【ファーストレフェリー】
	（１）ハンドリング基準について
	・すべてのレフェリーが統一できるようにする。少なくとも，試合を通して一定した判定ができるよう基準をもつ。
	・特に，オーバーハンドを用いたプレーのハンドリング（キャッチ）について，同一の基準で判定を行う。
	（２）スクリーンについて
	・チームが意図してスクリーンを形成している疑いがある場合は注意を与える。チームがスクリーンの形成を戦略として使うことを許してはならない。
	（３）不法な行為について
	・参加競技者の不法な行為に対しては，毅然とした態度でルールを適用する。
	・最終判定後，セカンドレフェリーと協働し，コートの状況を確認する。
	・軽度な不法行為を繰り返すことがないために，早い段階でステージ１を与える。
	（４）ポジションの反則の判定について
	・ルール改正で、サービングチームの選手はサービスヒット時、どの位置にいてもよいとなったが、フロントとバックの選手のポジションの把握を必ず行う。
	【セカンドレフェリー】
	（１）不法な行為についておよびベンチコントロールついて
	・ラリー終了後の相手選手に対しての言動について，最終判定後，ファーストレフェリーと協働しコートの状況を確認する。
	・ネット際やベンチ等でファーストレフェリーが気づかない不法な行為があればファーストレフェリーに伝える。
	（２）ポジションの反則の判定について
	・サービスヒットの瞬間に，完全に入れ替わっているケースについて，確実に判定する。ヒットの瞬間とは、サービスが打たれた瞬間である。
	・ロングサーバーが起った際の確認を十分に行い、両チームに適切に指導する。
	（３）試合中のスコアラーのコントロール，不測の事態を的確に処置する。スコアシートの最終確認を確実に行う。
	（４）不法な行為や不当な要求・遅延行為に対する取り扱いを正しく理解し，試合の中で適切かつスムーズに処置を行う。
	【スコアラー】
	スコアシートの記入ミスがないようにするため，常にサービス順，得点の確認を行い，正確に記録をつける。疑わしいときは試合を止め，アシスタントスコアラー等に確認をしてミスの無いようにする。（ＪＶＩＭＳがある場合は，その情報も参考にする）
	【アシスタントスコアラー】
	（１）不法なリベロリプレイスメントの際の手順について，正確に行う。
	（２）スコアボードの得点が正しいか常に確認し，スコアラーを補佐する。

